
〔 平成30年度組織力強化会議 説明・協議・演習の概要 〕

○ 14管内で実施した「平成30年度組織力強化会議」に参加された皆様からの
ご意見や協議の成果をまとめました。

組織的な取組による検証改善サイクルを確立しましょう！

「求められる授業の在り方について」
～小学校国語科映像指導資料（国研）をもとにした演習・協議～

【見通す】 【友だちと考えを深める】 【振り返る】

演習・協議

① 単元など内容や時間のまとまりを見通した指導計画の作成
② １単位時間での「見通す」「振り返る」活動の位置付け
③ 「指導のねらい」を明確にした言語活動の位置付け

テーマ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

授業改善のポイント

調査問題から見られる「求められる資質・能力」について
○ 学習指導要領の理念・目標・内容等に基づき、全ての児童生
徒に身に付けさせたい資質・能力

説明

調査問題の内容

□ 言語能力

（例）言葉を通じて、
考えを形成し
深める力

□ 情報活用能力

（例）複数の情報を結
び付けて新たな
意味を見出す力

□ 問題発見・解決能力

（例）問題を見いだし、結
果を予測しながら実
行し、次の問題発見
解決につなげる力

「組織的な授業改善の取組について」協議

テーマ 組織的な授業改善へ向けた取組の重点化・焦点化

組織的な取組のポイント

① 授業改善に関わる取組の重点や優先順位の明確化
（例）調査結果をもとに、重点的に指導する単元等を設定

② 重点的に取り組む時期の明確化
（例）チャレンジテストを活用し、継続的な検証改善サイクルを確立

③ 改善の視点を明確にした授業参観と事前・事後協議の設定
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「検証改善サイクルの確立について」

※分析ツールは北海道学力向上

Ｗebシステムからログイン

協議

テーマ 効果的な検証改善サイクルを確立するための具体的方策

全国学力・学習状況調査を活用した検証改善サイクルの確立

学習指導と学習評価のＰＤＣＡサイクル

児童生徒の学習状況
や指導計画等の評価

指導計画に基づく
教育の実施

Check

Ｄo

指導計画の作成

Ｐｌａｎ

授業改善、

指導計画の改善

Action
学習評価を通じ

て、学習指導（授

業改善・指導計

画等）の改善に
つなげる

学校の教育活動を組織として不断に改善

検証改善サイクルの確立のポイント

① 「分析ツール北海道版」を活用し、客観的な分析による課題の明確化
② 計画的な児童生徒による授業評価を活用した授業改善
③ 学校評価と連動させた教育活動の評価・改善

「本会議の成果の還元方策について」

〈各会場において発表された主な方策を掲載〉

学校での取組

□ 調査問題をもとに、求められる資質・能力を全教職員で共通理解を図

り、授業改善に取り組む。

□ 調査結果を分析ツールを活用して、自校の課題を明確にし、全ての教

職員の共通理解を深める。

□ 調査結果の分析により、重点的に指導する単元を設定する。

□ 単元終了ごとに年間指導計画を見直し次年度に向け指導計画を改善する。

管内の校長会、教頭会での取組

□ 校長会研修で、学校評価と連動した検証改善サイクルの具体的な取組

に関して、各校の取組事例を交流する。

□ 地域の小中連携エリア会議において、小・中学校が共通して行う学力

向上の取組を明確にし、小・中が一体となって取り組む。

テーマ 組織が一体となった取組に向けた本会議の

成果の還元方策について

協議

会議成果の還元方策のポイント
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